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鋼管を枠材として使用し現地の礫を中詰する構造で、コンクリートを使用せずに構築できる床固工である。土石流に対しても使用実績がある鋼
管を主部材としたことで土石流区間にも適用できる。
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会社名

鋼管枠工

鋼管を枠材として使用し現地の礫を中詰する構造で、渓流の縦侵食防止、山脚固定、土石流の導流などを目的とした砂防施設(床固工)

担当者

JFE建材株式会社
東京都中央区日本橋堀留町1-10-15 JL日本橋ビル
淺井　信秀
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技術賞，審査証明等

記入欄
●新規性
1.従来のコンクリートによる砂防施設は、土石流などの外力に対して、根入れや基礎コンクリートによって反力を確保していた。鋼管枠工は、構造
内部に礫を中詰し、重量を確保することで重力式構造物として安定性が確保できる。
2.部材は鋼管を直方体形状として、上下2部材で構成されている。
3.各鋼管枠が変位しても全体の機能確保がされているため、根入れは不要である。

●期待される効果
1-1.現地で確保できる巨石を利用するため、環境負荷も小さい。
1-2.中詰材はバックホウ投入で必要機械も少なく、地形条件の厳しい場所(生コンの搬入が困難)への適用や工期短縮が望まれる箇所での急速
施工が実施できる。
1-3.原則、コンクリートを使用しないことから(コンクリートの運搬・打設が不要)、工期の短縮が図れる。
2.部材点数が少なくシンプルな構造で運搬がし易い重量のため(1部材あたり0.5～1.0t)、運搬、施工が容易である。
3.根入れを必要としないため、掘削量が減り施工性の向上が図れる。

●適用範囲
①適用可能な範囲
・中詰礫に使用する礫が、最大礫径50cm以上が概ね5%以上確保できる事。
・高さは、床固工程度(1.0～6.0m)。
②特に効果の高い適用範囲
・コンクリート材料が搬入できない場合
・工期を短縮したい場合
③適用できない範囲
中詰材に使用する最大礫径50cm未満及び中詰礫の必要量が確保できない場合

●施工単価

●鋼管枠工の形状及び施工実績写真

コンクリートを使用せずに砂防施設(床固工)を構築する技術を開発する。開発目標
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鋼管枠工の形状 施工１年後の状況 
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